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　市のイメージアップを図り、望ましい将来像を花・木・鳥に
託すとともに、市民の心のよりどころとして郷土愛・連帯感の
醸成を目指し、「希望あふれるまちづくり」への意識を高める
ため、市の花・木・鳥が制定されました。
　市の花は「コスモス」。市の木は「ケヤキ」。市の鳥は「シラ
サギ」です。
　詳細は3ページをご覧ください。
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り
、
合
併
効
果
を
感
じ
な
が
ら
夢
と

希
望
を
持
っ
て
大
き
な
一
歩
を
踏
み

出
し
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

今
日
に
至
る
ま
で
の
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
に
改
め
て
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

ま
た
、
百
里
飛
行
場
民
間
共
用
化

事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
に
お
け

る
平
成
十
八
年
度
整
備
予
算
も
確
保

で
き
、
現
在
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い

る
調
整
池
工
事
も
年
度
内
に
完
了
い

た
し
ま
す
。
来
年
度
か
ら
は
滑
走
路

工
事
に
着
手
で
き
る
運
び
と
な
り
、

平
成
二
十
一
年
度
の
開
港
に
向
け
着

実
に
進
展
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

開
港
し
ま
す
と
、
人
・
物
・
情
報

の
流
れ
が
活
発
と
な
り
、
地
域
の
活

性
化
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
と
確

信
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
効
果
を
ま
ち
づ
く
り
の
あ
ら

ゆ
る
場
面
に
生
か
し
な
が
ら
、
小
美

玉
市
の
持
つ
可
能
性
を
力
強
く
開
花

さ
せ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

一
方
、
地
方
行
政
を
取
り
巻
く
環

境
に
目
を
転
じ
ま
す
と
、
長
引
く
景

気
の
低
迷
か
ら
の
回
復
の
兆
し
が
見

ら
れ
る
も
の
の
依
然
厳
し
い
財
政
状

況
が
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
地
方
分
権
を
目
指
し
た
「
三

位
一
体
の
改
革
」
の
進
展
に
伴
い
、

地
方
自
治
体
に
お
い
て
は
「
自
己
決

定
、
自
己
責
任
」
の
原
則
に
基
づ
い

た
ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
市
で
は
、
市
民

の
皆
様
の
参
画
を
い
た
だ
き
、
行
財

政
基
盤
の
強
化
を
図
る
た
め
の
「
小

美
玉
市
行
財
政
改
革
大
綱
及
び
実
施

計
画
」
と
、
平
成
二
十
年
度
を
初
年

度
と
す
る
、
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ

し
い
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
「
第

一
次
小
美
玉
市
総
合
計
画
」
の
策
定

に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

厳
し
い
状
況
の
中
で
あ
っ
て
も
、

市
民
の
皆
様
と
と
も
に
小
美
玉
市
な

ら
で
は
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
で
き

る
行
財
政
基
盤
を
確
立
し
、
将
来
に

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
方
に
は
、
希
望
に
満

ち
た
輝
か
し
い
二
〇
〇
七
年
の
初
春

を
、
お
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と

心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
三
月
二
十
七
日
に
小
川

町
・
美
野
里
町
・
玉
里
村
の
合
併
が

実
現
し
、
小
美
玉
市
が
誕
生
し
ま
し

た
。         

　

五
万
四
千
人
の
市
民
の
皆
様
に
よ

り
、
産
業
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

に
お
い
て
交
流
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
市
民
の
皆

様
の
心
が
ひ
と
つ
と
な
っ
た
姿
が
随

所
で
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

各
種
団
体
の
連
合
体
行
事
も
多
く

の
参
加
者
の
も
と
実
施
さ
れ
て
お

わ
た
り
市
の
目
指
す
将
来
像
で
あ
る

「
人
が
輝
く 

水
と
緑
の
交
流
都
市
」
の

実
現
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
を
持
続

的
に
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
す
。

　

必
要
な
施
策
に
つ
い
て
は
重
点
的

に
投
資
し
、
我
慢
で
き
る
も
の
は
我

慢
し
、
負
担
の
必
要
な
も
の
は
負
担

し
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
礎
を
築
い
て

未
来
の
子
ど
も
た
ち
に
引
き
継
い
で

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
も
、
市
民
の
皆
様
の
英
知
と

ご
支
援
、
ご
協
力
を
仰
ぎ
、「
小
美
玉

市
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
」、「
小
美
玉

市
に
住
ん
で
み
た
い
」
と
い
わ
れ
る

よ
う
な
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ど
う
か
本
年
も
一
層
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
に
と

り
ま
し
て
幸
多
い
年
と
な
り
ま
す
よ

う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

謹謹  

賀賀  

新新  

年年

小美玉市長　島田 穣一

平成 19 年 1 月 11 日　広報おみたま
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☆「
花
・
木
・
鳥
」に
選
定
さ
れ
た
シ
ン
ボ

ル
を
応
募
し
た
方
の
中
か
ら
、
抽
選
で
そ

れ
ぞ
れ
５
名
の
方
に
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ

ま
す
。
当
選
者
の
発
表
は
、
記
念
品
の
発

送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。（
３
月
下
旬
発
送
予
定
）

☆
現
在
、
小
美
玉
市
の
シ
ン
ボ
ル（
花
・

木
・
鳥
）の
オ
リ
ジ
ナ
ル
イ
ラ
ス
ト
を
制

作
中
で
す
。

〔
市
の
花
・
木
・
鳥
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
〕

企
画
調
整
課　

　

☎
４
８-

１
１
１
１　

内
線
１
２
４
３

〈
選
定
理
由
〉 

　

大
地
に
し
っ
か
り
と
根
を
張
り
、
放

射
状
に
大
き
く
枝
を
張
る
姿
は
雄
大

で
、
力
強
く
空
へ
向
か
っ
て
成
長
し
て

い
く
姿
は
、
将
来
へ
向
け
伸
び
ゆ
く
小

美
玉
市
に
ふ
さ
わ
し
い
木
で
す
。

〈
選
定
理
由
〉

　

市
内
各
地
に
植
え
ら
れ
、
た
お
れ
て

も
起
き
上
が
る
姿
は
力
強
く
清
楚
で
、

語
源（
c
o
s
m
o
s
＝
宇
宙
、
世
界
、

調
和
）か
ら
小
美
玉
市
の
平
和
な
発
展

を
願
う
に
ふ
さ
わ
し
い
花
で
す
。 

〈
選
定
理
由
〉

　

市
内
の
水
辺
周
辺
に
生
息
し
、
市
民

に
親
し
ま
れ
気
品
が
あ
り
、
優
雅
に
羽

を
広
げ
大
空
に
は
ば
た
く
姿
は
美
し

く
、
清
ら
か
に
飛
躍
す
る
小
美
玉
市
に

ふ
さ
わ
し
い
鳥
で
す
。

小
美
玉
市
の
シ
ン
ボ
ル

　
　
　

    (

花
・
木
・
鳥)

が
決
定
!

　

市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
り
、
望
ま
し
い
将
来
像
を
花
・
木
・
鳥
に
託
す
と
と
も
に
、
市
民
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
郷
土
愛
・

連
帯
感
の
醸
成
を
目
指
し
、「
希
望
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
へ
の
意
識
を
高
め
る
た
め
、こ
の
た
び
市
の
花
・
木
・
鳥
を
制
定
し
ま
し
た
。

市
の
花　
　
　
　
　

市
の
花　
　
　
　
　

「
コ
ス
モ
ス
」

「
コ
ス
モ
ス
」

市
の
木　
　
　
　
　

市
の
木　
　
　
　
　

「
ケ
ヤ
キ
」

「
ケ
ヤ
キ
」

市
の
鳥　
　
　
　
　

市
の
鳥　
　
　
　
　

「
シ
ラ
サ
ギ
」

「
シ
ラ
サ
ギ
」

広報おみたま　平成 19 年 1 月 11 日
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統計調査に貢献統計調査に貢献

●
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

茨城県道路里親制度の里親団体に認証

　12月5日、県民文化センターにおいて第48回茨城県統計大会が開催されました。
　この大会は、統計事務の能力増進および統計従事者の士気の高揚を図ることを目的として開催され、
統計調査の実施に関し、その功績が特に顕著な方々に表彰および感謝状が贈られました。

　12月7日、美野里公民館において、田木谷地区・まちづくり同好
会（代表中島淨ほか会員23名）が道路の清掃（ごみ拾い）や除草・花
壇の手入れなどを県に代わって行う「茨城県道路里親制度推進事
業」の里親団体として認証され、県・市・団体の三者による協定書
の調印の後、県水戸土木事務所長から認定証が交付されました。
　田木谷地区・まちづくり同好会は、都市化が進む国道355号の
沿線にお住まいの花作りに興味を持つ住民で組織され、今年発足
した団体です。国道355号の延長1.7kｍについて花壇の管理や歩
道などの除草・清掃活動を実施していきます。
　式典のなかで代表の中島氏は、「今回の認定を誇りとして道路
環境整備に力を尽くしていきたい。」と沿線花壇の充実など道路
環境の整備の決意を語っていました。

※茨城県道路里親制度とは…
　茨城県管理の道路を「里子」に、沿道のボランティア団体などを「里親」に例えて、道路の清掃（ごみ
拾い）や除草・花壇の手入れなどを県に代わって行う制度です。

●茨城県知事表彰
　木名瀬　　　卓　　戸　塚　　　彰
　飯　田　穂　積　　倉　田　武　男

●茨城県統計協会総裁表彰
　小　林　生　一　　廣　瀬　泰　一
　小　池　義　一　　堀　米　　　進

●総務大臣表彰
　中　島   　　進　　島　田　信　光

●厚生労働大臣表彰
　日　向　従　子

●経済産業省経済産業政策局調査統計部長感謝状
　貝　塚　泰　勇

瑞宝双光章　橋本　又勝さん（元自衛官） 瑞宝単光章　宇都宮　誠毅さん（元自衛官） 瑞宝単光章　路川　　茂さん（元警察官）

平成 19 年 1 月 11 日　広報おみたま
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「小美玉市コミュニティ連絡会」視察研修！！「小美玉市コミュニティ連絡会」視察研修！！「小美玉市コミュニティ連絡会」視察研修！！
　「小美玉市コミュニティ連絡会」では、11月17日と18日の２日間、群
馬県高崎市方面への視察研修を行いました。この連絡会は、小学校区
を活動エリアとしてまちづくりを進めている４つの団体が定期的に
情報交換を図り、また研修会の開催などをとおして地域コミュニティ
の発展を目指しています。今回の県外研修は、はじめての試みで期待
が膨らむ中での実施となりました。
　視察先の「榛名まちづくりネット」というまちづくり住民組織は、
観光地でも有名な榛名山を舞台に「食と芸術と癒しの里づくり」を
進めています。農林業をはじめ各業種で活躍する住民が幅広く結集
し、文化・産業振興・地域間交流等の視点から多彩なイベントを開催
しています。
　連絡会のみなさんは、この研修で地域を愛し、地域を育てようと熱く
語るひたむきなまちづくり実践家に出会いました。話す内容もとても
刺激的で心を動かされた方も少なくなかったようです。
　今後は一回りパワーアップしたみなさんの活躍がとても楽しみです。

　魅力的で幅のあるまちづくり実践家の養成を目指し市が開催している「おみたまふるさと塾」では、11月25
日、先進地視察として五霞町の「山王山（さんのうやま）行政区」を訪問しました。塾生８名、後援組織のコミュニ
ティ連絡会のメンバー10名がこれからの行政区のあり方を真剣に考えようと参加しました。
　山王山行政区は、世代間交流の地域イベントとしてスポーツフェスティバル（運動会）を26年間に渡り開催す
る等様々な活動を展開してきました。昔はどこの行政区でも行なわれていた活動ですが、今でも途絶えること
なく受け継がれています。60世帯を数える家族がこのイベントに結集し、楽しいひとときを共有しながら行政
区のまとまりが保たれてきたそうです。こうした活動は茨城県にも認められ、当区は今年度、「いばらきご近所
の底力大賞」を受賞しています。
　意見交換では、塾生から参加者を増やす方法や競技種
目の内容等活発な質問が次々と出されました。一つひと
つ丁寧な説明を受けましたが、区への加入率が100パー
セントであったことには参加者全員驚嘆した様子です。
　塾生は、この研修をとおして住民主体のまちづくりの
素晴らしさと大切さを改めて胸に深く刻んだことで
しょう。

榛名まちづくりネット（群馬県）榛名まちづくりネット（群馬県）榛名まちづくりネット（群馬県）

おみたまふるさと塾視察研修！！おみたまふるさと塾視察研修！！おみたまふるさと塾視察研修！！
山王山行政区（五霞町）山王山行政区（五霞町）山王山行政区（五霞町）

摘みたて「とちおとめ」をPR摘みたて「とちおとめ」をPR
　12月7日、小川地区のいちご生産者で
組織される「拓実の会」（会長浜野博士ほ
か3名）が市役所を訪れ、主力品種の「とち
おとめ」をPRしました。今年も品質の向
上に努めた結果、昨年にもまして甘みの
あるおいしいいちごができたそうです。

広報おみたま　平成 19 年 1 月 11 日
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　在日米軍再編に伴う嘉手納飛行場、三沢飛行場及び岩国飛行場の3つの
米軍飛行場から百里飛行場（他5飛行場）への訓練移転問題につきまして
は、平成17年10月の「再編案の概要」中間報告から一貫して百里飛行場へ
の訓練移転受入れ反対を表明（旧小川町）しておりました。
　平成18年3月に小美玉市が誕生してからも、周辺住民や市議会などが反
対を表明しておりましたが、7月に小美玉市として、①基地周辺住民組織で
ある百里基地周辺地域整備協議会から「容認を前提にした国との協定書締
結」の要望があり、市議会も周辺住民の意向に同調するとしたこと。②周辺
市長や県知事とも今後の対応について歩調を合わせていくとしたこと。③防
衛は国の専管であり、現行法制度のもと国との協力関係を維持していかな
ければならないこと。④基地設置40年を迎える今日、基地と共存共栄のまち
づくりを今後も進めていかなければならないこと。などから、今般の在日米
軍再編に伴う百里飛行場への訓練移転につきまして、やむを得ない旨の判
断を表明し、東京防衛施設局に対し、騒音対策、安全対策、地域振興策、基
地運用のあり方などを盛り込む協定締結の要望をいたしました。
　以降、関係者による多くの協議を重ね、平成18年11月に東京防衛施設局
長と小美玉市長、鉾田市長及び行方市長の連名（茨城県知事立会人）による
協定書（案）について合意したところであります。今後日程を調整し調印する
ことになりました。
　在日米軍再編問題に係るこれまでの主な経緯と協定（案）【要旨】は次のと
おりです。

平成17年
10月29日　日米両政府が「再編案の概要」を中間報告として合意
　　　　　・訓練の移転嘉手納飛行場を始めとする米軍航空施
　　　　　　設から他の軍用施設への訓練を拡大
11月11日　東京防衛施設局長が小川町長に米軍再編の中間報告について正式説明
11月21日　小川町長及び百里基地対策委員会が東京防衛施設局
　　　　　　　長へ訓練移転受入れ反対の要望書を提出
12月  6 日　高木防衛庁長官政務官が来庁し小川町長に米軍再編に関する説明
12月  9 日　額賀防衛庁長官と面会（町長及び基地対策委員会）
　　　　　・これ以上の騒音増加は受け入れがたく訓練移転は反対である旨伝える
平成18年
 3月24日　東京防衛施設局長が小川町長に米軍再編問題「訓練
　　　　　の移転」に係る日米間の協議の具体的な内容を説明
　　　　　（年約4回→撤廃、1回約3日ないし15日、年約4週間→維持）
 3月27日　小美玉市誕生（小川町、美野里町、玉里村が合併）
 4月11日　小美玉市臨時議会で米軍再編に係る訓練の移転に反対する決議を採択
 4月13日　百里基地周辺地域整備協議会が小美玉市長に「米軍の訓練移転」に
　　　　　　  対する要望書に訓練移転反対署名簿(4,663名)を添えて市長に提出
 4月21日　百里基地対策委員会（4/19設置）に東京防衛施設局が訓練移転の説明
 4月26日　小美玉市議会全員協議会に東京防衛施設局が訓練移転の説明
 4月28日　県知事及び東京防衛施設局長に住民からの反対要望書、署名簿を届ける
 5月  1日　島田穣一小美玉市長就任
 5月  1日　日米安全保障協議委員会で「在日米軍再編」に係る最終報告
　　　　　　「再編実施のための日米のロードマップ」発表
 5月  2日　東京防衛施設局から最終報告に関する正式説明
 5月  9日　百里基地対策委員会及び総務常任委員会合同委員会開催
　　　　　・百里基地周辺地域整備協議会の意見陳述
　　　　　・議会全員協議会開催
 5月10日　東京防衛施設局長が市長に最終報告を説明
 5月15日　小川文化センターにて「米軍再編に係る住民説明会」を開催
　　　　　・基地周辺住民を対象（22地区、1847世帯）
 5月19日　額賀防衛庁長官と面談（市長、正副議長、各正副委員長）
 5月30日　在日米軍の兵力構成見直し等に関する政府の取り組みについて閣議決定
 6月24日　市長と基地周辺住民の意見交換会（橘小学校体育館）
 6月25日　市長と基地周辺住民の意見交換会（下吉影小学校体育館）
 7月  6日　百里基地周辺地域整備協議会が市長及び議長に対し
　　　　　国との協定書締結について要望書を提出
 7月  7日　百里基地対策委員会
 7月12日　百里基地対策委員会及び市議会全員協議会
 7月20日　市長が県知事と会談
　　　　　市長が東京防衛施設局長と会談
　　　　　 ・ 訓練移転についてやむを得ない旨の判断を表明し騒音対策、安全対
　　　　　　　　策、振興策及び基地運用のあり方など協定書の締結について申し入れ
 7月24日　百里基地周辺地域整備協議会が市長に要望細目書を提出
 7月26日　東京防衛施設局長に対し、米軍再編に係る協定締結の要望書を提出
　　　　　・どのような対応が可能か協議の場を設け検討していく旨の回答
 8月10日　鉾田、行方両市長が来庁し、小美玉市長に協定締結に
　　　　　係る協議の場への参加を申し入れ
 8月19日　市長と百里基地周辺地域整備協議会が懇談
 8月20日　第1回米軍再編（訓練移転）に関する協定検討会議
 9月12日　百里基地対策委員会
 9月27日　百里基地に対して基地運用に関する要望書を提出（各首長、議長出席）
10月12日　第2回米軍再編（訓練移転）に関する協定検討会議
10月20日　百里基地周辺地域整備協議会への協定締結に係る経過報告
11月18日　百里基地周辺地域整備協議会へ協定（案）等を説明
11月22日　市長、東京防衛施設局長面談
11月27日　百里基地対策委員会
11月28日　第3回米軍再編（訓練移転）に関する協定検討会議（協定案基本合意）

　米軍再編に係る米軍機の航空自衛隊百里基地への訓練移転に関し、東京
防衛施設局長と小美玉市長、鉾田市長、行方市長の間で、下記のとおり協定
する。

記
１ 騒音対策
　　国は、訓練移転に伴う騒音について、周辺住民の生活への影響に配慮
　し、騒音の実態調査の実施など、所要の措置を積極的に講ずる。
２ 安全対策
　⑴国は、共同訓練期間中の事件事故に対処するため、所要の連絡体制を
　　整備するとともに、安全対策等に努める。
　　　万が一、事件事故発生の場合は、速やかに関係機関に通知するとと
　　もに、適切に対応する。
　⑵国は、局職員を現地に派遣し、共同訓練期間中の対応などに万全を期す。
３ 地域振興策等
　　国は、閣議決定（平成18年5月30日付「在日米軍の兵力構成見直し等に
　関する政府の取組について」）を踏まえ、所要の措置を講ずるよう最大限努
　力する。
４ 訓練移転の形式等（共同訓練の態様）
　⑴百里基地においては、日米地位協定第2条第4項（ｂ）の施設・区域とし
　　て、米軍機による訓練移転を行う。
　⑵移転訓練は、航空自衛隊との共同訓練とする。
　⑶共同訓練の期間は、現在の使用条件である訓練1回当たり約3日ないし
　　15日まで、年4週間以内を維持する。
　⑷その他の態様は、共同訓練に参加する航空自衛隊と同様の態様とする。
　⑸国は、訓練計画について、事前に地元自治体へ通知する。

在日米軍再編にかかる
百里飛行場への訓練移転について

在日米軍再編にかかる
百里飛行場への訓練移転について

米軍再編に係る百里基地への
訓練移転に関する協定（案）【要旨】

米軍再編問題に係る主な経緯

平成 19 年 1 月 11 日　広報おみたま
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　千代田石岡バイパス事業は、国土交通省関東地方整備局常陸河川国道事務所が事業主体となり、かすみがう
ら市市川地先から石岡市東大橋地先までの延長5.8Km区間で実施しています。事業に着手以来、測量・地質調
査、埋蔵文化財調査、用地取得等を鋭意進めており、平成16年7月には、起工式を開催し本格的な工事に着手し
ています。
　このたび、関係地権者および近隣住民の方々に、この事業の進捗状況および今後の事業予定についてオープ
ンハウス方式での説明会を実施します。

　※オープンハウスとは… ご来場いただいた方々に個別に説明、質問にお答えするものです。

実施日　①2月25日（日）　午前11時～午後4時まで
　　　　　石岡市茨城3丁目16番25　グリーンパレス石岡
　　　　②2月27日（火）　午後3時～ 7時まで
　　　　　石岡市東石岡4-6-24　石岡市東地区公民館

担　当　国土交通省(調査2課・用地2課・工務2課)　
　　　　　茨城県　　小美玉市　　石岡市　　かすみがうら市

【問い合わせ先】

　国土交通省関東地方整備局常陸河川国道事務所
　　☎０２９－２４３－５１３１
　小美玉市役所　玉里総合支所　都市建設課
　　☎０２９９－４８－１１１１
　　　内線3231・3232

　旧小川町、旧美野里町、旧玉里村が合併して小美玉市となったことに伴って「小川」、「美野里」、「玉里」の３つの都
市計画区域を1つに統合していくにあたり、都市の将来像を示す「都市計画区域マスタープラン」と「用途地域」、「公
共下水道」の都市計画変更案がまとまりましたので、下記により案の縦覧を行います。
　都市計画区域マスタープランについては、それぞれ３つの都市計画区域で既に定めている都市計画区域マス
タープランからの大幅な変更はありませんが、変更後はこの都市計画区域マスタープランに即して個別の都市計画
決定など一体的な都市づくりを進めることになります。
　なお、用途地域と公共下水道の変更も予定していますが、都市計画区域の統合に伴うものであり、内容の変更は
ありません。
　この案についてご意見のある方は、下記縦覧期間中に下記により意見書を提出することができます。提出してい
ただいたご意見は、変更案に添えて、今後開催される茨城県又は小美玉市の都市計画審議会に提出されます。

■縦覧対象の都市計画内容
　①都市計画区域マスタープランの変更…茨城県決定案件
　②用途地域の変更…………………小美玉市決定案件
　③公共下水道の変更………………小美玉市決定案件
■縦覧期間　2月5日（月）～ 2月19日（月）
　　　　　　午前8時30分から午後5時まで
　　　　　　＜土・日曜日及び祝日は除く＞
■縦覧場所　茨城県土木部都市局都市計画課　
　　　　　　　☎０２９―３０１―４５９２
　　　　　　小美玉市都市建設部都市整備課　
　　　　　　　☎０２９９―４８―１１１１　内線1163

（※）都市計画区域マスタープランの案については、茨城県土木部都市
　　 局都市計画課のホームページにおいて縦覧期間中に公開します。

■意見書の提出問い合わせ先
　　ご意見のある方は、上記縦覧期間中に①の案
　に対しては茨城県知事あてに、また②と③の案に
　対しては小美玉市長あてに、意見書を持参又は郵
　送により提出してください。（2月19日までに必着）

①の案に対して
　〒310-8555　水戸市笠原町978-6
　　茨城県知事　橋本昌
　　　（茨城県土木部都市局都市計画課扱い）宛て
②と③の案に対して
　〒319-0192　小美玉市堅倉835
　　小美玉市長　島田穣一
　　　（小美玉市都市建設部都市整備課）宛て

国道６号千代田石岡バイパスの
オープンハウス開催について
国道６号千代田石岡バイパスの
オープンハウス開催について
国道６号千代田石岡バイパスの
オープンハウス開催について

小美玉都市計画区域
マスタープランの案の縦覧について

小美玉都市計画区域
マスタープランの案の縦覧について

小美玉都市計画区域
マスタープランの案の縦覧について

広報おみたま　平成 19 年 1 月 11 日
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①小 川 会 場 … 小美玉市役所 小川総合支所 裏側の建物1階
　　　　　　　　　※ 旧 小川町役場 裏側の建物1階（旧 水道課・下水道課があった場所）

②美野里会場 … 小美玉市 美野里公民館2階会議室
　　　　　　　　　※ 旧 美野里町公民館の　2階会議室

③玉 里 会 場 … 小美玉市役所 玉里総合支所 1階玄関ロビー
　　　　　　　　　※旧 玉里村役場 １階の玄関ロビー

①給与所得者の方で、年末調整が済んでいない方
②農業・営業・不動産の所得がある方
③土地や建物を売却した方
④医療費控除を受ける方
⑤一時所得や雑所得があった方
⑥一定のローンでマイホームを新・増築 又は 購入された方（住宅借入金等特別控除）

◆ 小川会場は前回までの小川文化センターから、上記の場所へ変更となりました。
◆ 美野里会場は前回までの庁舎２階の会議室から、上記の場所へ変更となりました。
　 また、美野里地区の羽鳥公民館会場は廃止となりました。

◆ 申告書の通知がなくても所得の内容やその年の状況で、住民税や所得税の申告が
　 必要な場合があります。ご不明な場合は別途お問い合わせ下さい。

　例年実施しております住民税の申告と所得税の申告については下記のとおり開催します。
　なお、開催期間の『午前の受付』は各会場とも来場者が集中するため大変混雑し、お待ちいただく時間が長くなる
ことが予想されますのであらかじめご了承ください。

1. 実　施　場　所

① 2月16日（金）～3月15日（木）の平日

　 ※2月17日（土）および2月25日（日）は通常通り実施します。

② 受付時間 … 午前8時30分～午後4時

　 ※3月2日(金)と3月9日(金)に限って、午後の受付時間を午後7時まで延長します。
　 ※申告会場内の警備の都合上、早朝から特に開場し受付を開始することはしません。

③ 相談時間…【午前の相談】 午前9時から開始し、11時までに受付した方が終了するまで
　 　　　　　【午後の相談】 午後1時から開始し、 4 時までに受付した方が終了するまで

　 ※3月2日(金)と3月9日(金)は、午後の相談を午後7時までに受付した方の終了までとします。
　 ※ 午前11時までに受付をされた方でも、当日の混雑状況により午後の相談となる場合があります。

2. 実　施　期　間

3. 申告が必要な方（例）

※ 各会場とも共通

※ 小美玉市内 3箇所 で実施

平成１８年分の住民税・所得税の申告がはじまります 平成１８年分の住民税・所得税の申告がはじまります 平成１８年分の住民税・所得税の申告がはじまります 

平成 19 年 1 月 11 日　広報おみたま
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① 玉里地区の方については、税務署の管轄が土浦税務署から水戸税務署へ変更になりました。
　 このため、税務署で申告相談される方は水戸税務署が開設する署外会場（茨城県職業人材育成センター）でお
　願いします。

② 事業所得者（農業・営業・不動産）の方については、あらかじめ収入と支出の内訳を費目ごとに集計し『収支内
　 訳書』へ記載したうえで、申告されますようお願いします。

③ この申告内容が平成19年度の市県民税や国保税等の算定基礎となりますので収入が無かった方も申告されま
　 すようお願いします。

④ 申告会場の場所や休日の開催方法など、これまでとは一部違いがありますのでご注意下さい。

印鑑・給与、年金源泉徴収票・支払証明書・国民年金保険料領収書・生命保険料及び損害保険料
控除証明書・口座番号がわかるもの・医療費控除を受ける場合は病院や薬局等の領収書など

上記『主なもの』のほか、事業の収入と支出がわかるものなど

上記『主なもの』のほか、建物の登記簿謄本・住民票抄本・年末残高証明書・業者との契約書
（ケースによりご用意いただく書類に違いがありますので不明な場合は事前にお問い合わせ下さい。）

主　な　も　の

※  事業所得者

　  住宅借入金等
※
　  特 別 控 除

※ 下記はあくまで一例です。申告の内容により違いがあります4. 持参いただくもの

5. そ　の　他

①住民税の申告、一般的な所得税の申告についての問い合わせ先は…
　小美玉市役所総務部　税務課 市民税係
　　☎０２９９－４８－１１１１　内線1124・1123

②所得税、消費税、贈与税の申告全般についてのお問い合わせ先は…
　水戸市北見町１－１７　水  戸  税  務  署
　　☎０２９－２３１－４２１１

6. 申告に関する問い合わせ

7. 実施の詳細について ◆ 申告会場の場所や休日の開催方法など、これまでとは一部違いがありますのでご注意下さい。

会   場   名

場　   　所

受付の期間

受付の時間

相談の時間

受付の内容

茨城県職業人材育成センター小川総合支所 裏側の建物1階 玉里総合支所１階玄関ロビー美野里公民館２階会議室

水戸税務署玉里会場美野里会場小川会場

2月16日～3月15日の平日 
※ ただし、2/17（土）および 2/25（日）は平常通り開催します

H19.2.1 ～ H19.3.15の平日
※但し、2/18・2/25の日曜は開催

午前9時～午後4時

時間内に受付を
した方の終了まで

◆ 全ての所得税申告
◆ 消費税申告
◆ 贈与税申告

午前8時30分～午後4時 
※ただし、3/２（金）と ３/９（金）に限って 『午後の受付』 を午後7時まで延長します

《午前の相談時間》　午前9時から相談を開始し、11時までに受付をした方が終了するまで
《午後の相談時間》　午後1時から相談を開始し、４時までに受付をした方が終了するまで
※ただし、3/2（金） と 3/9（金）の 『午後の相談』 は午後7時までに受付をした方が終了するまで

◆ 全ての住民税申告
◆ 一般的な所得税申告
　（白色の 農・工・商 事業者や不動産所得がある申告、還付申告全般）
※消費税申告と贈与税申告は、市の3会場では受付できませんので水戸税務署で申告願います

広報おみたま　平成 19 年 1 月 11 日
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立延・中根・下田・宮田
 稲荷坪・野田本田・新林

下吉影宿・荒地・本田・貝谷・南原
古新田・百里自営・開拓・清水頭

本田町・中田宿・大町・川岸
橋向・横町・坂下

羽木上・幡谷・山野・田中台
小川ニュータウン
地区指定なし

※受付時間を19：00まで延長
地区指定なし

※受付時間を19：00まで延長
地区指定なし

※受付時間を19：00まで延長

地区指定なし
※受付時間を19：00まで延長

地区指定なし
※受付時間を19：00まで延長

地区指定なし
※受付時間を19：00まで延長

与沢・倉数川前
倉数川向・与沢百里

上鶴田・下鶴田
竹原下郷・中野谷

野田古新田・隠谷・鷺沼
伏沼・世楽

堅倉・仲丸・大曲・西明地

金谷久保・脇山・高場

駅前・旭・市営住宅・花館

十二所・大谷・中峰

東平・羽刈前・羽鳥

小岩戸・先後・張星

竹原・小曽納・中台

上馬場・竹原中郷
希望ヶ丘・花野井

西郷地・清風台・橋場美

上小岩戸・部室・納場・寺崎

羽刈・北浦・五万堀

江戸・江戸住宅・大笹

柴高・長砂・三箇・高田・手堤

佐才・上吉影

外之内・川戸・山川

飯前・前原・上合・前野

坂上・二本松・下馬場・小塙

地区指定なし

地区指定なし

地区指定なし

地区指定なし

地区指定なし

地区指定なし

地区指定なし

地区指定なし

地区指定なし

地区指定なし

地区指定なし

地区指定なし

下玉里・川中子

下玉里・川中子

高崎

高崎

栗又四ケ・東田中

栗又四ケ・東田中

栗又四ケ・東田中

栗又四ケ・東田中

田木谷

田木谷

上玉里

上玉里

上玉里

地区指定なし

地区指定なし

地区指定なし

地区指定なし

地区指定なし

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

会   場   名

場　   　所

2月16日

2月17日

2月18日

2月19日

2月20日

2月21日

2月22日

2月23日

2月24日

2月25日

2月26日

2月27日

2月28日

3月  1日

3月  2日

3月  3日

3月  4日

3月  5日

3月  6日

3月  7日

3月  8日

3月  9日

3月10日

3月11日

3月12日

3月13日

3月14日

3月15日

閉　　場

閉　　場 閉　　場 閉　　場

閉　　場 閉　　場 閉　　場

閉　　場 閉　　場 閉　　場

閉　　場 閉　　場 閉　　場

閉　　場 閉　　場 閉　　場

閉　　場 閉　　場 閉　　場

閉　　場

閉　　場

閉　　場

閉　　場

閉　　場

茨城県職業人材育成センター小川総合支所 裏側の建物1階 玉里総合支所１階玄関ロビー美野里公民館２階会議室

地区指定なし

 

 

地区指定なし

地区指定なし

地区指定なし

地区指定なし

地区指定なし

 

通常通り受付（地区指定なし）

 地区指定なし

地区指定なし

地区指定なし

地区指定なし

地区指定なし

 

 

 地区指定なし

地区指定なし

地区指定なし

地区指定なし

地区指定なし

 

 

地区指定なし

地区指定なし

地区指定なし

地区指定なし

水戸税務署玉里会場美野里会場小川会場

8. 地区の指定日について ◆ 申告会場の場所や休日の開催方法など、これまでとは一部違いがありますのでご注意下さい。

通常通り受付（地区指定なし）

通常通り受付（地区指定なし） 通常通り受付（地区指定なし） 通常通り受付（地区指定なし）

通常通り受付（地区指定なし） 通常通り受付（地区指定なし） 通常通り受付（地区指定なし）

平成 19 年 1 月 11 日　広報おみたま
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申告は自宅やオフィスからインターネットを利用して申告できるe-Taxで !
　「国税電子申告・納税システム（e－Tax）を使用すれば、申告会場や金融機関に直接行かなくても、申告・
納税ができます。（そのための手続きが必要になります。）
　国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」を利用して、簡単に申告データを作成することができます。
　利用開始のための手続きやe－Taxソフトに関する質問については、e－Taxホームページまたはヘルプデスクへ。

申告書の作成は便利なホームページで !
　国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」では、所得税の確定申告書、青色申告決算書・収支

内訳書や消費税等の確定申告書が作成できます。このコーナーで作成した申告書などはプリントアウトし、

添付書類と併せてそのまま提出できます。ぜひご利用ください。

【交通機関のご案内】
○JR常磐線　「水戸駅北口」から徒歩20分

○JR水郡線　「常陸青柳駅」から徒歩5分

○バ　　ス　「水戸駅北口②番バス停のり場」から
　　　　　　「市民プール入口」下車　徒歩6分

　ヘルプデスクのご利用時間については、今後変更する場合もありますので事前にe－Taxホームページで
確認してください。

国税庁ホームページのアドレス　　http://www.e-Tax.nta.go.jp

国税庁ホームページのアドレス　　http://www.nta.go.jp

　毎年、期限間近になりますと窓口は大変混雑しますので、申告書はご自分で記載し、お早めに郵送等により
水戸税務署（〒310－8666水戸市北見町1－17）までご提出ください。

○水戸税務署及び大町会場（県住宅供給公社内）は開設しませんので、ご注意ください。

水戸税務署からのお知らせ水戸税務署からのお知らせ水戸税務署からのお知らせ

ヘルプデスク電話番号　　☎０５７０－０１５９０１　利用時間：平日　午前９時～午後５時
e　こ　く   ぜ    い

申告会場のご案内申告会場のご案内申告会場のご案内

申告会場案内図

2月1日からは 茨城県職業人材育成センター

広報おみたま　平成 19 年 1 月 11 日
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　小美玉市教育委員会では、広い視野から文化や教育を展望するような今日的
な課題をテーマに講演会を実施します。今回は、全日本女子バレーボールチーム
監督　柳本　晶一氏をお招きし、バレーボールを通してのさまざまな経験談をお
話していただきます。みなさまのご来場を心よりお待ちしています。

と　 き　2月18日（日）　午後1時30分～ 3時
と こ ろ　四季文化館（みの～れ）　森のホール
講　師　柳本　晶一　氏　（全日本女子バレーボールチーム監督）

と　　 き　2月17日（土）　日帰り
と   こ   ろ　栃木県日光湯元スキー場
　　　　　奥日光高原ホテル
参加対象　小学生以上の市民（保護者同伴）
募集人数　120名（先着）
参  加  料　小学生　4,000円
　　　　　大　人　4,500円
　　　　　※リフト代、レンタル代は別途となります

申込方法　1月18日（木）～ 1月31日（水）までに、教育委員会ス
　　　　　　ポーツ振興課・希望ヶ丘公園・小美玉市玉里B＆
　　　　　　G海洋センターにある参加申込書にご記入の上、直
　　　　　　接お申込みください。
　　　　　※電話、FAXでの受付は行いませんのでご了承ください。
説  明  会　2月9日（金）午後7時から小川文化センターにて実施
　　　　　　します。参加料等につきましては、この時にお預かり
　　　　　　します。

出  演  者　浪曲漫談「玉川カルテット」　歌謡ショー「星 きよし」

と　　 き　3月11日（日）

　　　　　開演 午後2時　　開場 午後1時30分

と   こ   ろ　四季文化館（みの～れ）森のホール

入場料金　前売券2,000円　当日券2,500円　全席自由

　　　　　 ※未就学児の入場はご遠慮ください。

発  売  日　1月16日（火）

主　　催　小美玉市文化協会美野里支部

◆入場券取扱場所◆
小川文化センター（午前９時～午後５時：月曜休館）
四季文化館（みの～れ）（午前9時～午後5時：休館日なし）
美野里公民館

（午前9時～午後5時：水曜休館）
羽鳥ふれあいセンター

（火曜 午後1時～午後5時　水曜･金曜 午前9時～午後5時
  土曜 午前9時～正午）
玉里総合文化センター コスモス

（午前9時～午後5時：月曜休館）

文化振興課（小川総合支所内）　　☎４８－１１１１　　内線2241
事務局　鈴木　　　　　　　　　☎４６－１８６２【問い合わせ】

スポーツ振興課  ☎４８－１１１１　内線2231　
希望ヶ丘公園   ☎４７－０１６７
玉里Ｂ＆Ｇ海洋センター ☎２６－５７６１

【問い合わせ】

小川公民館     ☎５８－３１１１
美野里公民館     ☎４８－１１１０
玉里総合文化センター（玉里公民館）  ☎２６－９１１１

【問い合わせ】

小美玉市親子スキー教室参加者募集小美玉市親子スキー教室参加者募集小美玉市親子スキー教室参加者募集

爆笑演芸会爆笑演芸会爆笑演芸会

小美玉市文化講演会小美玉市文化講演会小美玉市文化講演会

－小美玉市美野里支部文化協会祭－

平成 19 年 1 月 11 日　広報おみたま
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　市では、疾病や事故等により体に何らかの障害のある方を対象に、機能訓練（リハビリ）を行っています。
　参加者の皆さんは「自分のことは自分でやりたい」と意欲を持って、訓練に励んでいます。また、参加することで
仲間と励ましあい親睦を深める場ともなっています。
　身の回りの事は自分でできるようになりたい、もっと動けるようになりたい方、ぜひ参加してみませんか！

機能訓練参加者募集機能訓練参加者募集

■見学も随時受け付けています。興味・関心のある方は、下記へお問い合わせ下さい。
　（各実施場所まで通うことが困難という方は、ご相談下さい。）

小川保健相談センター  ☎５８－１４１１ 
健康増進課（四季健康館内）  ☎４８－０２２１ 
玉里総合支所　保健福祉課  ☎４８－１１１１（※本庁経由）

【問い合わせ】

※土日祝日を除く午前8時30分～午後5時15分

対象・年齢

日　　程

場　　所

スタッフ

内　　容

申込方法

○拘縮予防、筋力維持・増進のための訓練

○転倒予防を目的とした訓練

○レクリエーション、絵画等の趣味活動　…等 

＊訓練は各自、自主的に行うことを基本とします。
　理学療法士等スタッフは、必要に応じ訓練のサポートをします。

疾病や事故等により体に障害を抱えた方（病院での機能訓練終了者）で40歳以上の方
※介護認定を受けていない方に限ります。

○四季健康館

○玉里保健福祉センター

申込み書に主治医の意見書を添えて提出してください。
申込み書等は下記問い合わせ先にあります。

理学療法士（月1～２回）、保健師・看護師など

週1回　　午後１時から

茨城県母子寡婦福祉連合会　☎０２９－２２１－７５０５【問い合わせ】

申  込  先　社会福祉課（四季健康館内）  児童福祉係
　　　　　　☎４８－０２２１　内線4207
　　　　　小川総合支所　保健福祉課
　　　　　　☎４８－１１１１
　　　　　玉里総合支所　保健福祉課
　　　　　　☎４８－１１１１

申込締切　1月31日

　（社）茨城県母子寡婦福祉連合会では、ひとり親家庭（母子家庭・父子家庭）のお子さんに入学祝品（学用品）を
差し上げます。該当児童のいらっしゃるひとり親家庭で祝品を希望される保護者の方は、下記申込先のいずれか
まで、お子さんの氏名、性別、保護者名、住所をお申し出ください。

平成１９年度小学校新入学児童に対する
入学祝品の贈呈について

平成１９年度小学校新入学児童に対する
入学祝品の贈呈について

平成１９年度小学校新入学児童に対する
入学祝品の贈呈について

広報おみたま　平成 19 年 1 月 11 日
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2
月
13
日（
火
）
か
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2
月
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日

（
水
）ま
で
の
間
、
税
理
士
事
務
所
に

お
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の
方
々
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書
の
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を
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い
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で
、
最
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税
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士
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務
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絡
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え
、
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さ
い
。

　

事
前
連
絡
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付
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午
前
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4
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で
す
。
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。
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権
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０
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検
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書
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作
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す
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応
募
資
格

　

① 

県
内
に
居
住
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は
勤
務
し
て
い

る
方
で
、
中
学
校
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は
こ
れ
に

準
ず
る
学
校
を
卒
業
し
て
い
る

方
。

　

② 

平
成
19
年
4
月
1
日
現
在
で
満

20
歳
以
上
の
方
。

募
集
定
員　

40
人（ 

一
般
入
学
、
成

人
特
例
入
学
を

合
わ
せ
て
）

願
書
提
出
期
間

　
　
　
　
　

2
月
2
日（
金
）、

　
　
　
　
　

2
月
5
日（
月
）及
び

　
　
　
　
　

2
月
6
日（
火
）

選
抜
期
日　

3
月
7
日（
水
）

問
石
岡
一
高
定
時
制   

　

☎
２
２-

４
１
３
５

2月4日・11日・12日

◆受付　午前９時～１１時３０分 　午後１時～３時３０分

◆受付  午前９時～１１時３０分・午後１時～３時３０分

日

4

11

12

2月3日・4日・10日・11日・12日

◆受付 　午後７時～１０時３０分

休日診療当番医(外科)休日診療当番医(外科) 緊急診療所（内科・小児科）緊急診療所（内科・小児科）
2月2月2月 2月2月2月緊急診療所（石岡市医師会病院内）☎２３－３５１５

休　日

夜　間

 外　　　科

滝田整形外科 （石岡市） ☎(23)2071

石岡循環器科脳神経外科病院 （小美玉市） ☎(58)5211

山王台病院 （石岡市） ☎(26)3130

税
理
士
に
よ
る
還
付
申
告

無
料
相
談

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
? 

検
察
審
査
会

石
岡
一
高
定
時
制

　
成
人
特
例
入
学
者
募
集

　12月14日発行の「広報おみたま」12月号14ページに掲載しまし
た「第1回小美玉市民ゴルフ大会」の記事に誤りがありました。ここに
訂正しお詫び申し上げます。

女子の部優勝　　渡辺　とし子（誤）
↓

女子の部優勝　　鶴町　文子（正）
　鶴町　文子さん

＜お詫びと訂正＞＜お詫びと訂正＞＜お詫びと訂正＞＜お詫びと訂正＞

平成 19 年 1 月 11 日　広報おみたま
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四季の歌
～季節を詠む　時流を詠む～

小
川
短
歌
会

　

節
く
れ
し
手
は
農
業
の
勲
章
と
日
溜
ま
り
の
縁
に
友
と
語
ら
う　

　
　
　
　
　
　
　

根　

本　

智
恵
子

　

滝
の
ご
と
ダ
ム
よ
り
放
た
る
る
水
に
虹
生
ま
れ
谷
を
跨ま

た

ぎ
ぬ　

　
　
　
　
　
　
　
　

幡　

谷　

啓　

子 

　

老
い
て
な
お
増
え
た
る
公
務
に
身
障
の
夫
と
暮
ら
せ
る
日
々
不
安
な
り　

　
　
　
　

正　

木　

敦　

子

　

新
藁
を
求
め
て
造
る
注し

め

な

わ

連
縄
の
土
の
匂
ひ
に
農
夫
の
日
思
ふ　

　
　
　
　
　
　
　
　

宮　

本　

長　

治

　

電
線
に
五
羽
の
白
鷺
と
ま
り
ゐ
て
目
に
新
し
も
静
か
な
る
朝　

　
　
　
　
　
　
　
　

山　

口　
　
　

清

み
の
り
短
歌
ク
ラ
ブ

　

秋
草
の
中
に
迷
い
し
仔
犬
い
て
し
ば
し
見
守
る
夕
暮
れ
の
道　

　
　
　
　
　
　
　
　

碇　

谷　

き　

え

　

い
つ
ま
で
も
く
よ
く
よ
し
て
は
居
ら
れ
ぬ
と
朝
薬
い
つ
き
に
呑
め
り　

　
　
　
　
　

松　

島　

夏　

江

　

か
か
る
こ
と
い
ま
だ
無
か
り
し
稔
り
た
る
田
に
雀す

ず
め
よ除

け
い
ず
こ
に
も
な
し　

　
　
　

吉　

野　

年　

雄

　

本
を
読
む
ひ
と
り
居
の
吾わ

れ

を
の
ぞ
き
こ
み
山
鳩
鳴
け
り
晩
夏
の
昼
を　

　
　
　
　
　

大　

平　

勇　

次

　

蝉
の
声
高
く
ひ
び
け
る
午
後
暑
く
予
報
あ
た
り
て
に
わ
か
雨
降
る　

　
　
　
　
　
　

藤　

井　

と
り
子

　

 　みの
り
短
歌
教
室

　

八
階
の
出い

で
ゆ湯

の
窓
に
鵜
の
岬
大
パ
ノ
ラ
マ
の
落
日
惜
し
む　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

武　

藤　

節　

子

　

片
言
の
経
唱
え
つ
つ
木
魚
打
つ
女
孫
抱
き
て
互か

た

み
に
笑
う　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

石　

崎　

絹　

子

　

さ
つ
ま
い
も
里
芋
ヤ
ー
コ
ン
一
つ
穴
土
沢
に
掛
け
来
る
春
を
待
つ　

　
　
　
　
　
　

海
老
澤　

江　

い

　

立
枯
れ
の
杉
に
巻
き
付
く
か
ら
す
瓜
空
は
澄
み
つ
つ
日
々
に
色
付
く　

　
　
　
　
　

皆　

藤　

豊　

子

　

息こ
子
も
嫁
も
帰
り
の
遅
き
こ
の
夜
に
三
年
日
記
の
ペ
ー
ジ
を
め
く
る　

　
　
　
　
　

小　

林　

英　

子

玉
里
短
歌
会

　

甲
子
園
に
青
春
の
汗
実
ら
せ
し
ハ
ン
カ
チ
王
子
の
兄
弟
愛
よ　

　
　
　
　
　
　
　
　

小　

松　

き　

そ

　

町
村
の
合
併
前
の
名
刺
に
は
消
え
し
町
名
の
残
る
肩
書
き　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

高　

柳　

義　

信

　

心
に
も
筋
肉
つ
け
む
と
森
光
子
体
操
続
く
る
八
十
五
歳　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山　

口　
　
　

清

　

物
忘
れ
多
く
な
り
せ
ば
ボ
ケ
か
な
と
医
学
書
買
い
来
て
調
べ
て
み
た
り　

　
　
　
　

藤　

田　
　
　

久

　

秋
刀
魚
さ
ん
ま
さ
ん
ま
甘
い
か
し
ょ
っ
ぱ
い
か
返
事
の
こ
な
い
獨
り
の
夕ゆ

う
げ餉　

　
　

鶴　

町　

俊　

子

寄
稿

　

秋
風
に
尾
花
揺
れ
お
り
病
得
て
文ふ

つ
き月

に
逝
き
し
父
想
い
け
り　

　
　
　
　
　
　
　
　

上　

野　

和　

子

小
川
俳
句
会

　

子
ら
の
目
も
ツ
リ
ー
も
光
る
夢
の
国　

　
　
　
　
　
　

内　

田　

と　

み

　

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
出
会
う
人
な
し
冬
の
雲　

　
　
　
　
　

玉　

沢　

澄　

哉

　

く
る
く
る
り
枯
葉
の
ロ
ン
ド
空
低
し　

　
　
　
　
　
　

伊　

藤　

か
づ
子

　

静
寂
の
夜
の
蒼そ

う
て
ん天

月
冴
え
る　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

清　

水　

静　

子

　

め
ぐ
り
来
る
師
走
八
日
の
真
珠
湾　

　
　
　
　
　
　
　

田　

山　

一　

男

み
づ
う
み
俳
句
会

　

柚
子
の
照
る
谷
津
の
奥
屋
の
た
た
ず
ま
い　

　
　
　
　

笹　

目　
　
　

徹

　

人
去
り
て
人
ま
た
来
た
り
鴨
を
見
に　

　
　
　
　
　
　

和　

田　

一　

晴

　

お
洒
落
着
を
探
す
楽
し
さ
年
の
市　

　
　
　
　
　
　
　

堺　
　
　

重　

夫

破や

れ
表
紙
裏
打
ち
す
る
子
着
ぶ
く
れ
て　

　
　
　
　
　

秋　

元　

み
ち
子

　

病
む
妻
に
手
順
聞
き
つ
つ
卵
酒　

　
　
　
　
　
　
　
　

長　

島　

久
美
子

み
の
り
俳
句
会　

　

世
に
残
す
句
な
ど
は
無
理
よ
夜
長
の
灯　

　
　
　
　
　

井　

坂　

み
つ
ぎ

　

老
友
と
話
の
は
ず
む
ふ
か
し
い
も　

　
　
　
　
　
　
　

井　

坂　

輝　

子

　

鮮
や
か
に
山
の
端
て
ら
す
立
待
月　

　
　
　
　
　
　
　

宇
津
野　

岩　

子

　

マ
フ
ラ
ー
を
編
ん
で
る
棒
の
太
き
こ
と　

　
　
　
　
　

木
名
瀬　

や
え
子

　

宿
め
ざ
し
坂
登
り
ゆ
く
紅
葉
道　

　
　
　
　
　
　
　
　

坂　
　
　

光　

子

欅
の
会

　

素そ

に
還
る
ひ
と
の
ま
ば
ゆ
き
冬
泉　

　
　
　
　
　
　
　

岡　

島　

禮　

子

　

ア
キ
レ
ス
の
弱
点
こ
こ
よ
と
冬
に
入
る　

　
　
　
　
　

加　

藤　

伊
都
子

　

笛
の
音
や
川
の
む
こ
う
の
里
神
楽　

　
　
　
　
　
　
　

林　
　
　

静　

堂

　

野
良
猫
の
尾
の
消
え
て
ゆ
く
草
紅
葉　

　
　
　
　
　
　

井　

坂　

あ　

さ

　

足
音
が
師
走
の
日
差
し
詰
め
て
ゆ
く　

　
　
　
　
　
　

木　

村　

小
夜
子

く
る
み
の
会

　

読ど
く
き
ょ
う経

の
流
る
る
古こ

さ
つ
ふ
ゆ

刹
冬
ぬ
く
し　

　
　
　
　
　
　
　
　

茅　

場　

久　

子

　

冬ふ
ゆ
さ
ん
が

山
河
城じ

ょ
う
し址

に
立
ち
て
嗚あ

あ呼
と
い
ふ　

　
　
　
　
　
　

島　

田　

篁　

村

　

木
漏
れ
日
に
揺
る
る
参
道
冬
紅
葉　

　
　
　
　
　
　
　

嶋　

田　

美　

音

　

小
刻
み
に
昇
る
朝
日
や
冬
吐
息　

　
　
　
　
　
　
　
　

中　

根　
　
　

彪

　

山
寺
の
観
音
埋
む
る
紅
葉
か
な　

　
　
　
　
　
　
　
　

福　

島　

邦　

誉

玉
里
俳
句
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
の
会

　

旧
道
の
甘
酒
茶
屋
の
夕
紅
葉　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

生　

駒　

幸　

子

　

小こ
は
る
な
ぎ
う
み

春
凪
湖
の
向
こ
う
は
出
島
岬ざ

き　
　
　
　
　
　
　
　
　

野　

口　

初　

江

　

色い
ろ
ど
り鳥

の
来
て
賑
や
か
な
梢こ

ず
え

か
な　

　
　
　
　
　
　
　
　

亀　

井　

幸　

子

　

紅も

み

じ

は

葉
映
ゆ
古
刹
の
池
の
水
豊
か　

　
　
　
　
　
　
　
　

乗　

添　

ま
り
子

　

湯
加
減
も
い
い
塩あ

ん
ば
い梅

や
紅も

み
じ
や
ど

葉
宿　

　
　
　
　
　
　
　
　

漆　

原　

妙　

子

広報おみたま　平成 19 年 1 月 11 日
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12
月
3
日
、
小
川
文
化
セ
ン
タ
ー

を
会
場
に
、
小
美
玉
市
誕
生
記
念
・

小
美
玉
市
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
誕

生
記
念
事
業
と
し
て「
こ
ど
も
ま
つ

り
2
0
0
6
」が
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
大
ホ
ー
ル
で
は
記
念
式
典

の
あ
と
、
お
み
た
ま
っ
子
ふ
れ
あ
い

ス
テ
ー
ジ
と
し
て
第
1
部
は
リ
コ
ー

ダ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
や
合
唱
、
ヨ
サ

コ
イ
ソ
ー
ラ
ン
、
和
太
鼓
演
奏
な
ど

第
2
部
で
は
、
お
笑
い
や
マ
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー
、
中
国
雑
技
団
シ
ョ
ー
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
お
た
の

し
み
大
抽
選
会
が
行
わ
れ
、
会
場
は

抽
選
番
号
が
発
表
さ
れ
る
た
び
に
大

き
な
歓
声
が
飛
び
交
い
、
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
会
場
の
内
外
で

は
各
種
協
力
団
体
に
よ
る「
ち
ゃ
れ

ん
じ
ひ
ろ
ば
」、「
げ
ん
き
っ
こ
体
験

教
室
」、「
あ
っ
た
か
や
た
い
村
」な

ど
、
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん

で
、
子
ど
も
た
ち
は
様
々
な
体
験
を

し
な
が
ら
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま

し
た
。

平成 19 年 1 月 11 日　広報おみたま
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12
月
1
日
か
ら
31
日
ま
で
の
間
、

「
つ
い
一
杯 

鈍
る
判
断 

待
つ
地
獄
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
県
内
で
「
年
末

の
交
通
事
故
防
止
県
民
運
動
」
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
運
動
は
、
年

末
特
有
の
交
通
混
雑
や
飲
酒
の
機
会

の
増
加
に
よ
り
、
交
通
事
故
の
多
発

が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
県
民
一

人
一
人
に
交
通
安
全
思
想
の
普
及
・

浸
透
を
図
り
、
県
民
自
ら
が
交
通
安

全
に
つ
い
て
考
え
、
交
通
ル
ー
ル
の

遵
守
と
交
通
マ
ナ
ー
の
向
上
に
取
り

組
む
こ
と
を
通
じ
て
、
交
通
事
故
防

止
の
徹
底
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

小
美
玉
市
で
は
、玉
里
地
区
１
日
、

小
川
地
区
６
日
、
美
野
里
地
区
７
日

に
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
ま
し
た
。

　

市
長
を
は
じ
め
交
通
安
全
協
会
・

交
通
安
全
母
の
会
・
女
性
ド
ラ
イ

バ
ー
友
の
会
・
交
通
安
全
指
導
員

会
の
皆
さ
ん
な
ど
が
参
加
し
、
啓

蒙
品
や
交
通

安
全
チ
ラ
シ

を
配
り
な
が

ら
行
き
交
う

ド
ラ
イ
バ
ー

に
安
全
運
転

や
飲
酒
運
転

を
し
な
い
よ

う
呼
び
か
け

ま
し
た
。

　

12
月
8
日
、
玉
里
中
学
校
に
お
い

て
、
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
友
の
会
玉
里

支
部
を
は
じ
め
自
転
車
安
全
点
検

協
力
店
や
交
通
安
全
協
会
の
皆
さ

ん
が
、
通
学
用
自
転
車
の
安
全
点
検

を
行
い
ま
し
た
。
ブ
レ
ー
キ
や
ハ

ン
ド
ル
な
ど
12
項
目
を
念
入
り
に
点

検
し
、
整
備
が
必
要
な
自
転
車
に
は

自
転
車
点
検
カ
ー
ド
を
発
行
し
ま
し

た
。
こ
の
日
は
、
約
2
0
0
台
の
自

転
車
を
点
検
し
ま
し
た
。

　

各
家
庭
に
お
い
て
も
、
自
転
車
の

整
備
不
良
に
よ
る
事
故
を
な
く
す

た
め
、
月
に
一
度
は
安
全
点
検
を
行

い
、
不
良
箇
所
が
あ
る
場
合
に
は
自

転
車
専
門
店
で
整
備
す
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　

11
月
26
日
、
玉
里
運
動
公
園
に
て

小
美
玉
市
玉
里
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
秋
季

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

A
ブ
ロ
ッ
ク
と
B
ブ
ロ
ッ
ク
に
分

か
れ
、
お
互
い
交
流
を
深
め
つ
つ
激

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

が

ん

ば

っ

て

ま

す

　

12
月
9
日
、
笠
松
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
を
中
心
と
す
る
周
回
コ
ー
ス
で

第
23
回
県
民
駅
伝
競
走
大
会
が
開
催
さ
れ
、
美
野
里
ク
ラ
ブ
A
チ
ー
ム
が
職

域
・
ク
ラ
ブ
対
抗
の
部
に
お
い
て
見
事
優
勝
、
美
野
里
ク
ラ
ブ
B
チ
ー
ム
が

9
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、美
野
里
ク
ラ
ブ
A
チ
ー
ム
は
職
域
・

ク
ラ
ブ
対
抗
の
部
と
市
町
村
対
抗
の
部
を
あ
わ
せ
た
タ
イ
ム
レ
ー
ス
で
も
見

事
1
位
と
な
り
総
合
優
勝
と
い
う
す
ば
ら
し
い
成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
。
市

町
村
対
抗
の
部
に
出
場
し
た
小
美
玉
市
は
、
全
員

が
力
走
し
健
闘
し
ま
し
た
が
、
惜
し
く
も
上
位
入

賞
に
は
手
が
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
美
野
里
ク
ラ

ブ
A
チ
ー
ム
の
出
場
選
手
は
次
の
通
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　

1
区　

比　

気　

龍　

司　
　

　

2
区　

大　

山　

研　

二

　

3
区　

井　

坂　

安　

博

　

4
区　

芦　

沢　

智　

之

　

5
区　

野　

村　

晋　

司

　

12
月
2
日
、
笠
松
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
を
中
心
と
す
る
周
回
コ
ー
ス
で

第
23
回
茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ス
ポ
ー
ツ
大
会
駅
伝
競
走
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
91
チ
ー
ム
の
強
豪
が
参
加
す
る
な
か
、
セ
レ
ソ
ン
サ
ッ
カ
ー
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
が
5
位
入
賞
と
い
う
快
挙
を
成
し

遂
げ
ま
し
た
。
出
場
選
手
は
次
の
通
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　

1
区　

谷　

川　

公　

祥　

　

2
区　

貝　

塚　

隼　

人　
　
　

　

3
区　

東　

野　
　
　

肇

　

4
区　

田　

村　

祐　

大

　

5
区　

林　

翔　

太　

郎

年
末
の
交
通
事
故

防
止
県
民
運
動

通
学
自
転
車
安
全
点
検

Bブロック優勝　BOSE Aブロック優勝　Danger

美
野
里
ク
ラ
ブ

　
　

県
民
駅
伝
大
会
で
総
合
優
勝
!

セ
レ
ソ
ン
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　

県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
駅
伝
大
会
で
快
挙
!
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
年
も
「
広
報
お
み
た
ま
」
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

市
役
所
の
前
に
と
て
も
立
派
な
門
松
が
飾
ら

れ
、
新
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
立
派
な
門

松
、
い
っ
た
い
誰
が
?
と
思
い
、
聞
い
て
み
た

と
こ
ろ
、
こ
の
門
松
は
柴
高
区
老
人
会
の
皆
さ

ん
が
手
作
り
で
作
っ
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で

し
た
。
さ
ら
に
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
今
年

だ
け
で
な
く
、
約
35
年
も
前
か
ら
毎
年
手
作
り

で
作
っ
た
門
松
を
公
共
施
設
に
寄
贈
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
長
年
に
わ
た
り
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
! 

　

何
事
も
長
く
続
け
る
こ
と
は
難
し
い
も
の
で

す
。
皆
さ
ん
も
新
年
に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
目

標
を
立
て
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
途
中
で
挫
折
せ

ず
、
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
ね
。

　

12
月
9
日
、
小
美
玉
市
し
み
じ
み
の
家
、
玉
里
民
家
園
を
会
場
に
、

ま
ち
づ
く
り
住
民
組
織
で
あ
る
玉
里
し
み
じ
み
の
村
主
催
に
よ
る
「
う

さ
ぎ
ま
つ
り
２
０
０
６
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ま
つ
り
は
、
地

域
の
文
化
や
自
然
・
景
観
を
ま
も
り
、
食
や
農
、
そ
し
て
地
域
資
産
を

活
か
し
住
民
主
体
で
創
造
す
る
参
加
型
イ
ベ
ン
ト
で
、
今
回
で
3
回
目

の
開
催
と
な
り
ま
す
。
う
さ
ぎ
ま
つ
り
の
う
さ
ぎ
は
、
霞
ヶ
浦
の
か
た

ち
が
う
さ
ぎ
に
似
て
い
る
と
い
う
発
想
か
ら
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
の
メ
イ
ン
会
場
で
あ
る
「
し
み
じ
み
の
家
」
は
東
都
生
活
協

同
組
合
が
保
有
し
て
い
た
既
存
施
設
「
産
直
の
家
」
を
小
美
玉
市
が
受

け
継
ぎ
、「
し
み
じ
み
の
家
」
と
改
称
し
た
交
流
施
設
で
す
。
今
回
の

う
さ
ぎ
ま
つ
り
は
こ
の
「
し
み
じ
み
の
家
」
オ
ー
プ
ン
の
記
念
イ
ベ
ン

ト
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
雨
が
降
り
、
あ
い
に
く
の
天
候
で
し
た
が
、
手
打
ち
そ
ば
や

地
元
産
物
の
試
食
販
売
、
玉
里
地
区
出
身
の
切
り
絵
作
家
滝
平
二
郎
画

伯
の
切
り
絵
関
連
グ
ッ
ズ
販
売
、
手
作
り
ポ
ス
タ
ー
展
、
き
り
え
ト
ー

ロ
ー
の
展
示
、
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
ト
ー

ロ
ー
の
あ
か
り
の
中
で
ゆ
っ
た
り
と
や
す
ら
ぎ
、
癒
さ
れ
、
と
て
も
し

み
じ
み
と
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

お
み
た
ま

お
み
た
ま
サ
プ
リ

　

サ
プ
リ
に
は
、「
付
録
、
補
足
」の
意
が
あ
り
ま
す
。
身

近
な
話
題
を
お
み
た
ま
サ
プ
リ
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
お
伝
え

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
情
報
の
あ
る
方
は
広

報
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

クリスマス交流会
　各区でさまざまなクリスマス交流会が行われました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（写真：納場区）

しめ縄づくり
　お正月を前にしめ縄づくりが行われました。手作りのしめ縄を飾り、よいお正月を迎えたことでしょう。

市市
内
探
訪 

12
月
編

市
内
探
訪 

12
月
編

市
内
探
訪 

12
月
編

市
内
を
ぐ
る
っ
と
し
て
み
た
ら
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。

う
さ
ぎ
ま
つ
り
2
0
0
6

携帯電話から市政情報がご覧になれます。
http://www.city.omitama.lg.jp/mobile/index.html
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